
第７款　商工費

項１ 商工費

主要データ

事業所数及び従業者数の推移 （単位：事業所、人）

※事業所・企業統計調査（総務省統計局）等による。

※各年度の数値は、10月1日調査の結果による。

目１　商工総務費

１ 札幌のぼりべつ交流プラザ開催経費

章 3 節 1 施策 3

　登別市にゆかりのある札幌在住の経済関係者（札幌のぼりべつ会）との情報交換を通して、

市内企業とのネットワークを構築し、札幌圏との経済交流を図った。

平成１８年札幌のぼりべつ交流プラザ開催

開催日 １０月６日（登別市）

参加人数 ５４人

２ 登別商工会議所事業推進職員設置補助金

章 3 節 1 施策 3

　登別商工会議所が行う各種事業の推進及び関係機関との連携強化のため商工会議所に

派遣する市職員に係る経費の一部を補助した。

３ 中小企業相談事業補助金

章 3 節 1 施策 3

　市内商工業者の金融・経営・労働・税務、さらにきめ細かい相談業務の充実強化を行い、

経営の安定化を図った。

相談事業 ５７８件（巡回指導　２１１件・窓口指導　３６７件）

講演会・講習会開催 個別指導 ３回（参加者　１０人）

集団指導 ３回（参加者　２５人）

金融の斡旋 （斡旋件数　９８件・斡旋総額　８９２，７８０千円）

その他 創造的産業活動育成事業

登別市・白老町広域雇用創出クラスター担い手育成事業

小規模事業者新事業全国展開支援事業

平成３年

1,993

17,058

54予算額 84 決算額

予算額 8,000

予算額 1,534 決算額 1,409

決算額 8,000

従業者数

区分 平成18年

1,918

16,513

平成16年 平成13年 平成８年

事業所数

15,553 18,389 20,262

1,872 2,115 2,236



４ 中小企業特別融資利子補給金

章 3 節 1 施策 3

   登別市中小企業特別融資制度の事業資金の融資を受けた者に対し、利子補給を行い、

中小企業等の育成・助長を図った。

平成１８年度の実績はなかった。

利子補給率 小口資金 年１．０％

団体事業資金 年１．５％

新分野進出支援資金 年０．７％

５ 商業活性化イベント事業補助金

章 3 節 1 施策 3

   市内の地域経済活性化を目的とするイベントに対し補助した。

鷲別地区活性化手作り夏祭り

開催日：　７月８日・９日 参加者数 ２，０００人

グリーンピアサマーフェスティバル

開催日：　８月５日・６日 参加者数 １０，０００人

わくわく広場のぼりべつ

開催日：　７月２２日２３日 参加者数 ２０，０００人

６ 物産展参加補助金

章 3 節 1 施策 3

   地場産品の宣伝及び販路拡大を目的とし、各都市で開催されるイベント等の交流を促し、新たな

ビジネスチャンスを生み出す活動を行う登別商工会議所に対して、補助を行った。

東千歳駐屯地物産展（千歳市　５月２８日）

白石区ふるさとまつり（札幌市　７月１６日）

白石市の観光と物産展（登別市　９月２日・３日）

丸井今井「西胆振の観光と物産展」（室蘭市　１１月８日～１３日）

白石市農業祭・登別展（白石市　１１月３日・４日）

まるごと豊浦「北の収穫祭」にて出品（２月１１日）

その他、市内外で行われた各種イベントにて物産の展示即売を行った。

399

300

予算額 399 決算額

300 決算額予算額

予算額 535 決算額 0



７ 中小企業特別融資積立金

章 3 節 1 施策 3

（１） 中小企業特別融資積立金

   中小企業の経営の安定化を図るため、低利の融資を実施した。

中小企業特別融資資金

一般事業資金、団体事業資金、小口事業資金、事業所開設資金、

小規模商工業近代化資金

協調倍率 支援資金　３．０倍 小口事業資金　４．０倍

平成１８年度融資実績

（２） 商店街近代化事業積立金

   市内の商店街の近代化を図るため、北海道中小企業高度化資金貸付制度の対象と

なる商店街近代化に関する事業に対し、低利の融資を行った。

協調倍率 ２．４倍

平成１８年度融資実績

８ 住宅改良促進特別融資積立金

章 3 節 1 施策 3

   住宅・バリアフリー・新エネルギー関連改良を行う市民に対し、市内業者への発注を条件に低利

で融資を行い、住宅関係産業の振興を図った。

融資実績 住宅改良  １件    バリアフリー改良  ０件    協調倍率  ２．０倍

平成１８年度融資実績

99,487

4

24,000

12,062

111,425

1

第１四半期第２四半期

７月～９月

0

第４四半期

１月～３月

償　　還　　額

四半期末融資残高

5,991 2,489

予算額

33,000

（単位：千円）

64,000

合　　　計

8

40,000

49,882

1

合　　　計

0

0

予算額 決算額

142,000

47,000

決算額

（単位：千円）

（単位：千円）

第３四半期

10月～12月

予算額

新規融資額 0 2,900 0 0 2,900

７月～９月10月～12月１月～３月

0新規融資件数 0 1 0

償　　還　　額

四半期末融資残高

第１四半期第２四半期第３四半期第４四半期
合　　　計

４月～６月
区　　　　分

区　　　　分

新規融資額

新規融資件数

5,000

10,165

116,142

0

４月～６月

0

区　　　　分

四半期末融資残高

償　　還　　額

新規融資額

新規融資件数

8,948

107,194

17,000 決算額 18,000

予算額 125,000 決算額 46,000

3

11,000

18,707

10,412

第１四半期

４月～６月

第２四半期

７月～９月

第３四半期

10月～12月

第４四半期

１月～３月

0 0

0

0

0

0

0

1,409

31,053

1,243

29,810

6,586

23,224

1,174

22,050

2,895 4,857 16,232

53,393 53,804 50,909 46,052



９ ものづくり創出支援事業負担金

章 3 節 1 施策 2

   中小企業の振興と地域経済の発展を目指し、（財）室蘭テクノセンターが行った「ものづくり

創出支援事業」に対し市内中小企業等が活用した経費を負担した。

支援事業内容 新商品・新技術開発の芽育成事業、商品化推進事業、新商品・

新技術開発助成事業、販路開拓事業、創業支援事業、国際標準

機構（ＩＬＯ）認証取得事業

10 創造的産業活動育成事業補助金

章 3 節 1 施策 3

   登別商工会議所が実施する創造的産業活動育成事業に対して補助した。

   中小企業経営革新事業

個別企業への指導件数　　２件

経営革新事業への支援

   起業化促進事業

地域観光コンシェルジュ事業化調査の実施

11 登別市・白老町生活関連産業事業化推進協議会負担金

章 3 節 1 施策 2

   地域における生活産業の創出を図るため、具体的な事業化に向けた共同研究を実施した。

　（北海道、白老町との共同研究事業）

   本事業により、観光関連事業間でのネットワークが形成されつつあり、地域資源のデータベ

ース化により、地域特性を生かした観光ルート開発が可能となった。更にコンシェルジュセン

ター事業化の気運の高まりを見せ、２事業者が起業化に向けて動き出すなど、成果を見せた。

　本事業は平成１８年度にて終了するが、新たな支援策の活用を図る。

12 産業クラスター形成計画推進経費

章 3 節 1 施策 2

  「登別市産業クラスター形成協議会」が行う、新たな事業モデルの構築及び新ビジネス創出

等に関する研究を支援し、地域再生計画「登別市産業クラスター形成計画」の推進を図った。

調査事業 介護旅行の受入基盤構築に関する調査

需要対応型観光乗合タクシーの事業化に関する調査

長期滞在型観光モデルの構築に関する調査

決算額 1,885

予算額 1,500

予算額 1,902

決算額 1,500

2,000

1,000

2,000 決算額予算額

予算額 1,000 決算額



項２ 観光費

主要データ

① 観光客入込数の推移

② 外国人観光宿泊延数の推移

目１　観光総務費

１ 友好交流促進都市推進経費

章 6 節 2 施策 2

　中国広州市と友好交流を促進し、地域レベルでの友好親善を深め、併せて観光振興を図った。

・中国観光プロモーション参加

２ 観光客誘致促進事業費

章 3 節 1 施策 1

　登別観光を振興、推進するため、観光協会と一体となって誘客宣伝事業に取り組んだ。

道内・道外における観光宣伝

・オールいぶりフェア in 札幌（札幌市）

・北海道ビジネスフォーラム2006（札幌市）

・登別・白老観光誘致キャンペーン（横浜市ほか）

・トヨタ生協「第１８回北海道物産展」（豊田市）

各種観光宣伝用パンフレット等の作成

・蛇腹パンフレットの増刷

  日本語　６５，０００部

  外国語　２５，０００部

     （英語 １０，０００部、韓国語 ５，０００部、中国語 １０，０００部（簡体字、繁体字）

・ポスター印刷 ５００枚

・散策マップ作成 ４．２万部

（単位：人）

区　　分
観光客入込数 左のうちの区分 宿泊客

総数 道外客 道内客 日帰り客数 宿泊客数 延　数

平成１８年度 3,093,896 1,365,021 1,728,875 1,786,589 1,307,307 1,312,504

平成１７年度 3,078,490 1,388,468 1,690,022 1,731,898 1,346,592 1,353,042

平成１６年度 3,185,103 1,120,600 2,064,503 1,784,169 1,400,934 1,407,660

（単位：人）

区　　分 総数
左　　　の　　　内　　　訳

中国 韓国 台湾 香港 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ その他

平成１８年度 180,380 3,293 45,866 99,787 19,488 3,284 8,662

平成１７年度 149,540 1,673 21,987 93,824 22,205 2,740 7,111

平成１６年度 132,165 1,599 21,032 73,596 28,769 3,407 3,762

予算額 622 決算額 235

予算額 4,457 決算額 4,287



３ 登別観光協会助成金

章 3 節 1 施策 1

 登別の健全な発展と振興、地域の活性化・国際親善に寄与することを目的としている（社）登別

観光協会の運営のために助成した。

４ 登別観光協会特別助成金（衛生設備整備事業分）

章 3 節 1 施策 1

　観光振興のため、ホテル・旅館が設置している専用水道施設の衛生施設整備事業に対して

補助した。

５ 観光ホスピタリティ推進事業補助金

章 3 節 1 施策 1

　地域ぐるみで、訪れた観光客を温かくもてなすホスピタリティ精神の地域への浸透を図り、

登別観光のイメージアップと誘客促進など観光振興に努めた。

主な事業

・ボアンティアガイド実践活動

活動日数１７５日、活動人員４８人、活動延人員６５４人

・ボアンティアガイド養成講座の開催

講義２日、現地実習５日、受講者６人

・ボランティアガイド研修

２回

・観光ホスピタリティ全道・全国大会

札幌市 参加者１８人

６ 観光振興特別対策事業補助金

章 3 節 1 施策 1

　基幹産業である観光産業を強化するため、国内外における誘客宣伝事業を積極的に行うとともに

受入体制・環境整備の促進によるリピーター対策や観光情報の提供など誘客促進事業を支援する

ため（社）登別観光協会に補助した。

７ カルルス温泉スキー場事業特別会計繰出金

章 3 節 1 施策 1

   観光振興及びウインタースポーツの振興並びにカルルス地区の活性化を図るため、カルルス温泉

スキー場事業を実施し、その運営を㈱登別ゴルフ場に委託した。

   カルルス温泉スキー場事業管理運営経費に係る一般財源相当額を繰出対象として繰出額を決定

し、一般会計から繰出しを行った。

予算額 12,500 決算額 12,500

予算額 6,500 決算額 6,500

予算額 900 決算額 900

予算額 45,000 決算額 45,000

予算額 20,746 決算額 7,320



目２　観光施設費

１ 観光施設維持管理経費

章 3 節 1 施策 1

　国立公園内にある観光施設について維持管理等を行った。

・地獄谷木道柵修繕 ・奥の湯展望台修繕

・薬師如来床板改修等 ・カルルス温泉駐車場清掃業務委託

・地獄谷・大湯沼案内板設置敷使用料等・国立公園内清掃活動費補助金

２ カルルス・サン・スポーツランド運営管理経費

章 3 節 1 施策 1

　市民や観光客のスポーツニーズに対応するため、同施設の適正な維持管理を行った。

開園日 ４月２９日～１１月５日（開園日数１６４日）

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

課題

目３　温泉供給管理費

１ 温泉供給施設維持管理経費

章 3 節 1 施策 1

　上登別地区への安定した温泉供給を目的として、施設の維持や補修等を行った。

温泉供給件数 営業用　３件 一般用　２５件

※　参考

温泉使用料 千円

予算額 4,580 決算額 4,548

予算額 2,213 決算額 2,069

利用者数 平成１８年度 平成２年度

テニス 306 8,841

スペースゴルフ 160 954

ゲートボール 0 1,243

多目的広場 0 136

喫茶部門 0 10,349

合計 466 21,523

　平成１９年度は、利用人員が激減しているため、当該施設の対費用効果が著しく低くなって

５，６２５

おり、また、施設の老朽化が進んでいることから、休止し、今後の施設のあり方（廃止、目的

外使用への転向、施設の売却等）について検討する。

予算額 16,496 決算額 16,315


